
 
“秋は縁結びの季節！” 

神々の集まる出雲より、パワーストーンを使った 
アクセサリーで良縁がやってくる！？ 
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株式会社めのや 
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　出雲（大社）は、“縁結びの地“ 

昨年、平成の大遷宮で話題になった神々の故郷・出雲のシンボル「出雲大社」は、
日本を代表する“縁結びの神様”。 
 
正式名称は「いづもおおやしろ」。 
一般に「神無月」という旧暦10月には全国の八百万の神々が出雲の国に集まるの
で出雲では「神在月」という。 
 
大国主は縁結びの神様としてよく知られている。 
最近では出雲大社はパワースポットとして人気。 
 
また、高円宮家の次女の典子さまと島根県の出雲大社の神職、 
千家国麿さんの結婚式が、ことしの10月5日に行われることで、今、 
出雲は昨年に引き続き、さらなる注目を集めています。 
 
 
そんな出雲大社正門前にある「めのや」と、神門通り中ほどにある「たまゆら」
は、ともにパワーストーンや天然石を扱うグループ店。東京スカイツリーのソラ
マチにも出店しています。 
 
「めのや」は、唯一継承を許された“出雲型勾玉”やパワーストーンを使い、 
恋愛はもちろん健康や金運、家庭円満など様々なご縁を結びアクセサリーを作り、
販売しています。 
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　「株式会社めのや」について 
◉いずも伝統の勾玉づくりを継承しながら独自の商品戦略（オリジナルアクセサリー）で成長。 
　～神秘のパワーを持つ勾玉と出雲大社との関係～ 

株式会社めのや 

●勾玉（まがたま）とは？ 
古事記にはスサノオノミコトがヤマタノオロチを退治した後、”まがたま”を天照大神（あまてらすおおみのかみ）
に献上され、 
これが三種の神器のひとつ”八尺瓊（やさかに）の勾玉”になったといわれています。 
 
それほどまで古くから身につけられている勾玉ですが、島根県松江市にある花仙山（かせんざん）で良質の青め
のうが採れたことから古代出雲ではその産出されためのうを使い、島根県松江市玉湯町の近辺でたくさんの勾玉
が玉造職人の手によって作られ出雲国造と日本朝廷に献上を唯一許されて全国に広まっていきました。 
 
●出雲型勾玉とは？ 
出雲大社の祭祀を司る『出雲国造』。神話の時代から受け継がれてきた役職のことで、 
国造職の新任の際には厳粛な儀式が執り行われますが、その中に出雲の玉を皇室に 
献上する儀式があります。 
「出雲型」は勾玉をその古式にのっとり作成したものです。 
ふっくらとして、丸みを帯び、もっとも美しく均整のとれた姿が特徴です。  
めのやグループは、その献上品の出雲型勾玉の製作をさせていただき、 
伝統を受け継ぐ制作元です。 
 
　　　　　　　　　　そして、出雲大社宮司 千家尊祀様の第83代出雲国造ご新任（昭和23）と 
　　　　　　　　　　第84代出雲国造ご新任（平成14）の際に、宮中に献上された勾玉を用いた 
　　　　　　　　　　御統玉（みすまるのたま）の製作をさせいていただき、また、昭和56年に 
　　　　　　　　　　勾玉を用いた御統玉を神宝として出雲大社に奉納させていただきました。 

●勾玉ミュージアム 
 ●日本一の出雲型勾玉 
    重さ   75.45kg 
    石／青めのう 
    石の意味／健康・ 
　魔除けを表す 

　古事記にも記されている三種の神器のひとつ勾玉。その勾玉やめのう細工は島根に古くから伝わる伝統工芸品です。その伝
統ある勾玉やめのう細工を伝承し、「生活の中にとけこむ石」を信条として1901年（明治３4年）にめのう細工の店”めのうや 
しんぐう”として創業いたしました。 当社の勾玉は出雲大社の御用の品として、また皇室に献上させていただいております。献
上品の勾玉は出雲型と呼ばれ、当グループでは伝統の形を受け継ぎ製作しております。 
”めのうや しんぐう”のある地域が玉造という地域です。玉造という名の由来は、この地にある花仙山(かせんざん)で良質の青
めのうが採掘できたために、この地の人々が玉造りを生業としていたことに由来していると考えられています。三種の神器の
一つ、八尺瓊勾玉（やさかにのまがたま）も櫛明玉命（くしあかるだまのみこと）によってこの地で造られたと言われており
ます。  
　玉造で昭和初期には何軒もあっためのう細工の工房も時代とともに減り、現在では我が社ただ１軒だけがその伝統を受け継
ぐ製作元であり、現在は“いずもまがたまの里伝承館”の職人だけが製作に携わっています。衰退していく手工芸に歯止めをか
け、後世に伝承することを第一主義として、職人養成と技術向上も行っています。芸術的な要素を求められる通産省[伝統工芸
品]にも認定されております。 
　それと同時に、「わたしたちは単にモノを売るだけでなく、この店がお客様の人生に一瞬でも『安らぎ』や『愉しさ』を提
供することができたなら・・・そんな店作りを目指します。」を行動指針として、天然石アクセサリー事業を創め、天然石ア
クセサリーや原石販売、お客様が自由に石のビーズを選んでいただき、世界に一つだけのオリジナルブレスレットやストラッ
プなどのアクセサリーの制作販売をする“アナヒータストーンズ”として現在日本全国に89店舗を展開中です。 
　2012年フランスのパリにてカルーゼル・デ・メティエ・ダール・エ・ラ・クレアションがルーブル美術館別館で開催。ジャ
パンエキスポに続き、こちらにもめのやは出展し、たくさんの勾玉を販売してきました。世界に向けても勾玉の魅力を発信し
ております。 

　島根県松江市玉造にある、めのやグループの店舗「い
ずもまがたまの里伝承館」にある勾玉をテーマにした
ミュージアムです。 
古代の装飾品を再現したものや、勾玉の歴史、造り方、
日本一の出雲型勾玉などを展示しております。 
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　「株式会社めのや」について 

『アナヒータストーンズ』 
今まであまり注目されることの無かった半貴石という美しい天然石。 
アナヒータストーンズ（Anahita Stones）は、半貴石を使い、自然素材を大切にしたブレスレットやシ
ルバーなどのアクセサリー・雑貨を通して、お客様に毎日の生活の中に少しでも安らぎや愉しさを感じ
ていただければ・・・という想いのもと、縁結びの地、出雲から全国に展開中です。 
各店では、お客様のお好きな石を選んでいただき、あなただけのオリジナルアクセサリーが作成いただ
けます。 
 
アナヒータストーンズ（Anahita Stones）の由来 
八百万の神々が集まる出雲より願いを込めて・・・ 
「アナヒータ（Anahita）」はペルシャ語で『月の女神』といわれ、また『水母神・水の女神』ともいわれています。水は生命の源であり、全
ての生命が生まれた場所もまた水(海)からといわれています。そして月というのは、先人たちが月の満ち欠けに基づく暦の《陰暦》を用いて
人々が生活していたほど関わりが深く 、”潮の満ち引き”や”人の生死”など月には不思議なパワーがあるといわれています。先人達はそのパワー
にあやかり、身につける事で邪気を払い御守りにしたいという思いで月の形をかたどった勾玉を作り身につけるようになったそうです。 
「アナヒータストーンズ（Anahita Stones）」という名前には、そうした月と密接な関係にある勾玉(出雲型勾玉)を多くのお客様に知っていた
だき身につけていただきたい・・・という想いがこめられています。 
 
『神在月と縁結びについて』 
島根県（出雲地方）はよく「神の国」だと言われますが、その理由をご存知でしょうか？ 
もちろん出雲大社があるから、神話の国だから、という理由もありますが、実は最大の理由は他にあり
ます。 
それは全国的に神無月と言われる旧暦の10月が大いに関係しています。 
出雲大社には旧暦10月10日～17日、全国の八百万（やおよろず）の神々が集まると言われています。 
そのため、全国的には神様が一時的にいなくなるために神無月と呼ばれていますが、出雲地方だけは
「神在月」と呼ばれています。 
その八百万の神々が出雲大社の祭神・大国主命のもとに集まり、神議り（かみはかり＝話し合い）が行
われているといわれています。 
この際の話し合いの内容が、いわゆる縁結びに関する話し合いです。 
この縁結びには、もちろん男女の縁結びに関する話し合いの他、家族、仕事、お金、健康など何かと何
かの繋がりについても「ご縁」ととらえ、話し合いが行われていると言われています。 
10月の神在月、出雲大社の神在祭は本年は12月。そのため、とくに秋から冬にかけては、その「ご
縁」を結ぶ最高の時期であると言われます。 
また、献上品の作成等、出雲大社と永く、数々の繋がりを持ち、さらに出雲地方から全国へパワース
トーンを発信している当社だからこそ、1つでも多くの「ご縁」を結んで頂くきっかけを作る事が、当
社の使命ではないか、とも考えております。 
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　企画案：“秋は縁結びの季節”縁結びのシンボル、出雲ロケ 

＜企画骨子＞ 
 
　昨年の遷宮に引き続き、10月に天皇家の結婚式も行われ大注目の 
　島根県出雲。 
 
　神々の集まる出雲大社はパワースポットとして、観光客、特に 
　女性には人気が高く、また、天然石・パワーストーンを使った 
　アクセサリーは“縁結び必須アイテム”として、話題となっています。 
 
　出雲大社へのロケとともに、その縁結びアクセサリーを作っている、 
　株式会社めのやへ取材を実施。 
 
　伝統と由緒があり、神秘のパワーをもつと言われる“勾玉”や 
　話題となっている天然石・パワーストーンを商品紹介とともに 
　リサーチします。 
　 
 
　 
取材対象店舗情報 
・アナヒータストーンズ（全国） 
・karasade（全国） 
・たまゆら（松江、出雲大社、玉造、境港、東京ソラマチ） 
・みすまる 
・めのや（出雲大社前） 
・えすこ（出雲大社前） 
・いずもまがたまの里　伝承館 

取材可能ポイント 
・アナヒータストーンズ（全国)：店舗 
・karasade（全国)：店舗 
・株式会社めのや(本社)：社屋（部分的にNGもあり）、社長へのインタビュー、 
　　　　　　　　　　　　　　　　3階のお作り制作室（アクセサリーを手作りで作成しております。） 
・いずもまがたまの里　伝承館：勾玉制作工房、勾玉ミュージアム 
・たまゆら（松江、出雲大社、玉造、境港、東京ソラマチ）：店舗 
・みすまる：店舗（オリジナルブレスレット作成体験できます。） 
・めのや（出雲大社前)：店舗 
・えすこ（出雲大社前)：店舗 
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　＜参考資料＞取材可能ポイント 
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工房の勾玉作り<伝承館> 制作室<株式会社めのや本社> 

いずもまがたまの里伝承館 
の中にある、勾玉作りや 
めのう細工をする工房。 
ガラス張りになっており、 
お客様も見学が可能。 

本社3Fにオリジナルアクセ 
サリーを手作りする制作室
がございます。 
約25名で制作しております。 

NHK製作大型ドラマ	
『聖徳太子』出演者の	

勾玉等の装身具を担当し、
その装身具も展示しており

ます。	

様々な編み方でストラップ 
やブレスレットなどを作り 
あげます。 

和のテイストを大切にした 
和雑貨や勾玉アクセサリー
などを販売する観光地の路
面店。 
スタッフがお客様の選んだ 
石でアクセサリーをその場
で作成する。 

島根県松江市の城下町 
武家屋敷の近くにある 
和雑貨、勾玉アクセサリー 
などを販売する店舗。 
お客様が自分で石を並べて 
オリジナルブレスレットを作る 
ことができる、スペースがある。 

全国展開をしている 
天然石アクセサリーショップ 
アナヒータストーンズは 
お好きな石であなただけの 
オリジナルアクセサリーを 
作成できる。 
リメイクも承ります。 

天然石のアクセサリーや 
雑貨、衣類などを扱う 
karasadeは、 
「天然石のあるくらし」を 
みなさまにご提案致します。 

勾玉ミュージアム<伝承館> 

たまゆら<全5店舗> みすまる<全1店舗> 

アナヒータストーンズ<73店舗> karasade<10店舗> 



　◉商品について 
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　◉商品について 
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　◉商品について 
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ローズクォーツを使用した商品のご案内 
ブレスレットやチャーム、ストラップ、もちろん原石まで種類は豊富！ 



　◉商品について 
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◆コチラはネット販売の商品になりますが、 
  店舗では、お好きな形、お好きな石でお作りいたします。 

アナヒータストーンズのネット店舗アナヒータスタイルより　縁結び商品のご案内 



株式会社めのや 会社経歴 

明治34年 　創業 

大正2年 　大正天皇 御大典に際しての献上勾玉の製作に栄を賜る。 

昭和2年 　昭和天皇 御大典に際しての献上勾玉の製作を栄を賜る。 

昭和22年 　山陰行幸のみぎり、献上および天覧の栄を賜る。 

昭和23年 　出雲大社宮司千家尊祀様第83代出雲国造新任の折、宮中に献上の御統玉製作の栄を賜る。 

昭和40年 　島根県行幸のみぎり、献上品製作および天覧の栄に浴する。 

昭和57年 　島根県ふるさと伝統工芸品にめのう製作で当店が指定を受ける。 

昭和57年 　第37回くにびき国体に行幸のみぎり、献上品製作および当店店主による製作実演の栄に欲する。 
　皇太子殿下献上品の制作の栄を浴する。 

昭和60年 　いずもめのう細工伝承館をオープンする。 

平成 2年 　今上天皇 御大典に際しての献上まがたま製作の栄を賜る。 

平成 3年 　有限会社めのやを設立する。 

平成11年 　天然石アクセサリーアナヒータ事業をはじめる。 

平成14年 　出雲大社宮司千家尊祐様第84代出雲国造新任の折、宮中に献上の御統玉製作の栄を賜る。 

平成20年 　中国市域ニュービジネス大賞　特別賞受賞 

平成24年 　第2回 「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞　審査委員会特別賞受賞 
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